
　

２
月
15
日
、
山
梨
県
内
は
一
晩
で

１
１
４
㎝
の
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。
窯

場
は
、
な
ん
と
１
５
０
㎝
以
上
で
す
。

北
海
道
、
東
北
、
北
陸
の
方
々
か
ら
す

れ
ば
、
２
月
の
季
節
で
は
、
当
然
の
こ

と
で
し
ょ
う
。
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沢
で
判
定
し
た
の
で
し
ょ
う
。
鉄
の
棒

で
色
見
本
を
出
し
た
か
ど
う
か
は
不
明

で
す
。
大
雪
の
中
で
の
焼
成
は
苦
労
し

ま
し
た
が
、良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
９
７
年
、
２
月
２
日
か
ら
５
日

の
間
、
池
田
満
寿
夫
八
方
窯
で
焼
成
し

ま
し
た
。
池
田
さ
ん
が
急
性
心
不
全
で

死
去
し
た
の
が
３
月
８
日
、
４
月
に
オ

ー
プ
ン
予
定
の
長
野
市
松
代
町
に
あ
る

「
池
田
満
寿
夫
美
術
館
」
の
た
め
の
新

作
陶
作
品
「
土
の
迷
宮
」
シ
リ
ー
ズ
を

焼
成
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
も
30
㎝
以

上
の
積
雪
で
し
た
。
体
調
の
悪
い
中
、

池
田
さ
ん
は
愛
犬
た
ち
を
連
れ
、
熱
海

の
自
宅
か
ら
素
焼
き
し
た
作
品
を
増
穂

登
り
窯
に
移
動
さ
せ
、
雪
の
中
、
窯
詰

め
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
10
人
の
焚
き

手
を
集
め
、
雪
の
中
の
仕
事
で
す
。
大

量
の
食
料
を
準
備
し
、
窯
焚
き
は
始
ま

り
ま
し
た
。
池
田
さ
ん
の
焼
成
に
は
、

い
つ
も
パ
ー
ト
ナ
ー
の
佐
藤
陽
子
さ
ん

と
愛
犬
が
同
行
し
て
い
ま
す
。
犬
た
ち

は
雪
が
大
好
き
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ

ト
リ
バ
ー
の
ベ
ス
ト
と
エ
ー
ス
、
柴
犬

の
ド
ン
、
ピ
カ
ソ
は
大
喜
び
で
窯
場
内

を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

「
土
の
迷
宮
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
現
在
池

田
満
寿
夫
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
大
作
品
10
点
が
陶
作
品
の

遺
作
で
す
。
素
焼
き
し
た
作
品
は
、
工

房
内
で
化
粧
土
、
釉
薬
、
ベ
ン
ガ
ラ
の

施
釉
に
２
日
間
、
窯
詰
め
に
１
日
、
焼

第
７
回　

　

豪
雪
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成
に
３
日
で
す
。
外
は
雪
、
何
か
と
仕

事
は
し
に
く
い
も
の
で
す
。
薪
置
き
場

か
ら
の
薪
移
動
は
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
付
き

車
を
使
用
し
ま
す
が
、
足
場
は
悪
く
、

倍
以
上
の
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。
体

調
の
悪
い
池
田
さ
ん
は
監
督
で
す
が
、

雪
の
中
の
焼
成
は
か
な
り
負
担
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
窯
出
し
後
の
作
品

洗
浄
中
に
流
れ
た
水
が
凍
結
し
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　
美
術
館
オ
ー
プ
ン
の
図
録
撮
影
に
は

間
に
合
い
、
池
田
満
寿
夫
の
陶
新
作
品

と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
作
品
が
「
土
の
迷
宮
」
シ
リ
ー
ズ
で

の
遺
作
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

窯
出
し
か
ら
一
カ
月
後
の
３
月
８

日
、
自
宅
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
池
田
さ
ん
の
生
誕
80
年
で
す
。
大
雪

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
池
田
さ
ん
と
の
窯
焚

き
と
今
年
の
豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。

続・増穂薪窯通信 
てんやわんや

工房前から一歩も外へ出ることができ
ない（今年 2 月 15 日）。

今年 2 月 15 日。工房は豪雪で埋まる。

1997 年 2 月。遺作「土の迷宮」シリーズ。雪の中、池田満寿夫、施釉中。

　
３
月
中
旬
に
は
、
富
士
山
で
雪
崩
が

あ
り
ま
し
た
。
驚
く
な
か
れ
、
山
梨
県

に
は
除
雪
車
が
一
台
も
な
い
と
知
り
、

二
度
び
っ
く
り
で
す
。

　
窯
場
は
櫛
形
山
中
腹
８
５
０
ｍ
に
位

置
し
ま
す
。
甲
府
盆
地
は
約
３
０
０
ｍ

な
の
で
、
標
高
差
は
５
０
０
ｍ
以
上
、

温
度
差
に
な
る
と
５
度
以
上
も
あ
る
の

で
夏
は
涼
し
く
天
国
で
す
。
現
在
、
窯

場
は
春
・
夏
・
秋
の
９
カ
月
間
に
集
中

し
て
い
る
の
で
雪
の
心
配
は
い
り
ま
せ

ん
。

　
今
年
の
４
月
は
、『
陶
遊
』
復
刊
１

周
年
記
念
・
１
０
０
０
円
で
薪
窯
焼
成

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
予
定
通
り
窯
詰
め

は
４
月
19
日
に
行
い
ま
す
。

　
十
数
年
前
の
２
月
に
穴
窯
焼
成
中
に

一
晩
で
１
ｍ
以
上
の
積
雪
と
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
４
日
間
の
焼
成
に

は
、
延
べ
20
人
の
焚
き
手
を
必
要
と
し

ま
す
が
、
大
雪
の
中
、
窯
場
へ
の
道
路

が
通
行
止
め
と
な
っ
て
し
ま
い
、
４

人
で
の
焼
成
と
な
っ
た
の
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
食
料
と
水
は
充
分
で
し
た

が
、
停
電
と
な
っ
て
し
ま
い
困
り
ま
し

た
。
増
穂
登
り
窯
は
薪
窯
焼
成
中
、
温

度
計
は
デ
ジ
タ
ル
計
を
使
用
し
て
い
る

の
で
、
一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
24
時
間
の
停
電
を
な
ん
と
か

乗
り
切
り
ま
し
た
。
焼
成
時
間
と
昇
温

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
が
役
立

ち
ま
し
た
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
全

体
の
薪
使
用
量
と
焼
成
中
に
焚
き
口
か

ら
引
き
出
す
色
見
本
が
目
安
と
な
り
ま

し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
昔
は
温
度
計

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
焼
成
時
間
と
薪
の

量
、
そ
し
て
炎
の
色
、
作
品
の
色
と
光

1997 年 2 月。遺作「土の迷宮」シリーズ。
満寿夫八方窯で焼成中。


